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世
界
選
手
権
出
場
者
を
激
励 

 

九
月
十
六
日
か
ら
タ
イ
で
開

か
れ
る
重
量
挙
げ
の
世
界
選
手

権
大
会
に
出
場
す
る
金
沢
学
院

の
教
職
員
・
学
生
が
八
月
三
十

日
、
出
発
の
挨
拶
に
訪
れ
、
上

山
夏
樹
副
理
事
長
か
ら
激
励
を

受
け
ま
し
た
＝
写
真
左
。 

 

来
訪
し
た
の
は
、
長
谷
場
久

美
女
子
監
督
と
新
谷
義
人
、
竹

下
菜
緒
、
橋
田
麻
由
、
齋
藤
里

香
、
城
内
史
子
、
嶋
本
麻
美
の

六
選
手
。
上
山
副
理
事
長
は
「
事

前
準
備
を
し
っ
か
り
行
い
、
肩 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
力
を
抜 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
実
力 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
十
分
発 

 
 
 
 
 
 
 
 

揮
し
て
ほ 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
い
」
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

激
励
し
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
人
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
で
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
合
宿
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
あ
と
十 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
日
に
現 

地
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。 

 

22
日
に
２
学
部
公
開
講
座 

 

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学

部
の
公
開
講
座
は
九
月
二
十
二

日
午
後
二
時
か
ら
、
金
沢
市
の

北
國
新
聞
会
館
で
開
か
れ
、
伊

藤
数
子
パ
ス
テ
ル
ラ
ボ
社
長
が

講
演
し
ま
す
。
ま
た
、
美
術
文

化
学
部
公
開
講
座
・
情
報
デ
ザ

イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
境
界
」
は
同

日
午
後
四
時
か
ら
金
沢
21
世

紀
美
術
館
で
あ
り
、
飯
田
栄
治

教
授
、
ア
ニ
メ
ク
リ
エ
ー
タ
の

外
山
光
男
氏
が
講
演
し
ま
す
。 

 

 

豪
国
研
修
の
七
人
も 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大

学
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ボ

ン
ド
大
学
研
修
は
九
月
一
日

か
ら
十
六
日
ま
で
行
わ
れ
、

在
学
生
ら
七
人
が
語
学
力
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

出
発
に
先
立
っ
て
八
月
二

十
四
日
、
研
修
生
が
石
田
学

長
を
訪
ね
、
出
発
の
挨
拶
を

兼
ね
て
懇
談
し
ま
し
た
。
石

田
学
長
は
海
外
渡
航
が
初
め

て
の
学
生
に
対
し
、
自
ら
の

初
渡
航
の
経
験
談
な
ど
を
交

え
て
、
激
励
し
ま
し
た
。 

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た 

め
７
原
則
実
行
を 

 

―
―
木
場
深
志
教
授 

 
 

「
刺
激
―
反
応
―
プ
ラ
ス
の

結
果
」
で
定
着
す
る
心
理
学
の

「
学
習
に
よ
る
行
動
」
か
ら
考

え
る
と
、
肥
満
を
脱
す
る
に
は

①
カ
ロ
リ
ー
と
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
②
ゆ
っ
く
り
味
わ
う

③
余
分
な
も
の
を
食
べ
な
い
④

菓
子
類
は
目
に
触
れ
な
い
場
所

に
保
管
⑤
食
べ
た
く
な
っ
た
ら

気
分
転
換
⑥
自
分
に
あ
っ
た
運

動
を
工
夫
⑦
食
べ
た
も
の
を
記

録
―
の
七
原
則
を
実
行
す
る
と

よ
い
。
や
せ
る
こ
と
を
目
標
と

せ
ず
、
自
ら
の
摂
食
行
動
を
変

え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

味
覚
が
摂
食
行
動 
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

 

―
―
中
﨑
崇
志
講
師 

 

 
研修を前に石田学長と懇談する学生＝１号館 

や
せ
過
ぎ
は
不
妊
、
低
体
重
児

出
産
、
摂
食
障
害
の
危
険
を
伴

う
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て
落

ち
着
く
自
然
な
体
型
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
。 

 

 

後
期
留
学
生 

 

学
長
に
挨
拶 

 

九
月
か
ら
半
年
間
、
海
外
で

語
学
研
修
に
臨
む
金
沢
学
院
大

学
の
二
〇
〇
七
年
後
期
留
学
生

三
人
が
八
月
七
日
、
石
田
寛
人

学
長
を
訪
ね
、
出
発
の
挨
拶
を

し
ま
し
た
＝
写
真
下
＝
。 
 

文
学
部
国
際
文
化
学
科
三
年

の
河
辺
賢
君
（
一
般
留
学
）
、
同

二
年
の
中
島
一
君
と
寺
前
有
彩

さ
ん（
英
語
教
師
志
望
者
留
学
）

の
三
人
。
河
辺
君
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
中
島
君
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
あ
る
ユ
ー
ロ
セ
ン

タ
ー
語
学
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
通

う
。
寺
前
さ
ん
は
英
国
エ
ク
セ

タ
ー
大
学
で
勉
強
す
る
。 

 

三
人
は
「
初
心
に
帰
っ
て
頑 

 

語
学
力
つ
け
見
聞
広
め
て 

張
り
た
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
意
見
交
換
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
の
に
対
し
、
石

田
学
長
は
「
病
気
と
交
通
事

故
に
注
意
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

心
理
学
３
教
員
が
解
説 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
公
開
講
座
「
や
せ
る
・
ふ
と
る
の
心
理
学
」
は
九
月
二
日
、

高
岡
市
の
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
木
場
深
志
教
授
が
「
心
理
学
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
、
中
﨑
崇
志
講
師
が
「
『
食
べ
る
』
と
味
覚
」
、
前
川
浩
子
助
教
が
「

や
せ



る

ふ
と
る

の
ジ
レ
ン
マ
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、
受
講
者
は
興
味






深
い
内

容
に
じ
っ
く
り
聞
き
入
り
ま
し
た
。
講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

高
岡
で
文
学 

部
公
開
講
座 

う
現
象
が
起
き
る
。
逆
に
風
味

の
異
な
る
も
の
を
食
べ
続
け
る

こ
と
で
摂
食
が
停
止
し
に
く
く

な
る
。
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
や
回

転
寿
司
を
食
べ
過
ぎ
た
り
、「
甘

い
物
は
別
腹
」
と
満
腹
な
の
に

食
べ
て
し
ま
う
の
は
こ
の
せ
い

と
い
え
る
。
満
腹
感
は
、「
食
べ

終
わ
っ
た
」
と
い
う
知
覚
情
報

と
、「
食
物
が
胃
に
届
い
た
」
と

い
う
生
理
的
情
報
で
成
り
立

つ
。
摂
食
行
動
は
知
覚
的
、
社

会
的
情
報
で
も
制
御
さ
れ
る
。 

や
せ
過
ぎ
は
出
産 

や
摂
食
に
障
害
も 
 

―
―
前
川
浩
子
助
教 

 

 

味
覚
に
は
、
同
じ
味
の
も
の

を
食
べ
続
け
る
と
飽
き
て
し
ま 

 

肥
満
は
問
題
だ
が
、
や
せ
て

い
れ
ば
い
い
わ
け
で
も
な
い
。

体
重
を
身
長
（
ｍ
）
の
二
乗
で

割
っ
た
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
が
18
・
５
未

満
は
や
せ
過
ぎ
で
あ
る
。
日
本

人
女
性
は
年
々
や
せ
傾
向
が
強

ま
り
、
標
準
体
重
な
の
に
「
自

分
は
太
っ
て
い
る
」
と
言
う
女

性
の
比
率
も
上
が
っ
て
い
る
。 

発
行
・
広
報
室 


